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はじめに

概要
SunOSリファレンスマニュアルは、初めて SunOSを使用するユーザーやすでにある
程度の知識を持っているユーザーのどちらでも対応できるように解説されています。
このマニュアルを構成するマニュアルページは一般に参照マニュアルとして作られて
おり、チュートリアルな要素は含んでいません。それぞれのコマンドを実行すると、
どのような結果が得られるかについて、詳しく説明されています。なお、各マニュア
ルページの内容はオンラインでも参照することができます。

このマニュアルは、マニュアルページの内容によっていくつかのセクションに分かれ
ています。各セクションについて以下に簡単に説明します。

� セクション 1は、オペレーティングシステムで使えるコマンドを説明します。
� セクション 1Mは、システム保守や管理用として主に使われるコマンドを説明しま
す。

� セクション 2は、すべてのシステムコールについて説明します。ほとんどのシステ
ムコールに 1つまたは複数のエラーがあります。エラーの場合、通常ありえない戻
り値が返されます。

� セクション 3は、さまざまなライブラリ中の関数について説明します。ただし、
UNIXシステムプリミティブを直接呼び出す関数については、セクション 2で説明
しています。

� セクション 4は、各種ファイルの形式について説明します。また、ファイル形式を
宣言する C構造体を適用できる場合には随時説明しています。

� セクション 5は、文字セットテーブルなど他のセクションには該当しないものにつ
いて説明します。

� セクション 7は、特殊なハードウェア周辺装置またはデバイスドライバに関するさ
まざまな特殊ファイルについて説明します。STREAMSソフトウェアドライバ、モ
ジュール、またはシステムコールの STREAMS汎用セットについても説明しま
す。
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以下に、このマニュアルの項目を表記されている順に説明します。ほとんどのマ
ニュアルページが下記の項目からなる共通の書式で書かれていますが、必要でない項
目については省略されています。たとえば、記述すべきバグがコマンドにない場合な
どは、「使用上の留意点」という項目はありません。各マニュアルページの詳細は各
セクションの introを、マニュアルページの一般的な情報については man(1)を参照
してください。

名前 コマンドや関数の名称と概略が示されています。

形式 コマンドや関数の構文が示されています。標準パスにコマンドや
ファイルが存在しない場合は、フルパス名が示されます。字体
は、コマンド、オプションなどの定数にはボールド体 (bold)を、
引数、パラメータ、置換文字などの変数にはイタリック体 (Italic)
または <日本語訳>を使用しています。オプションと引数の順番
は、アルファベット順です。特別な指定が必要な場合を除いて、1
文字の引数、引数のついたオプションの順に書かれています。

以下の文字がそれぞれの項目で使われています。

[ ] このかっこに囲まれたオプションや引数は省略できま
す。このかっこが付いていない場合には、引数を必ず
指定する必要があります。

. . . 省略符号。前の引数に変数を付けたり、引数を複数指
定したりできることを意味します (例: ‘ filename . .
.’)。

| 区切り文字 (セパレータ)。この文字で分割されている
引数のうち 1つだけを指定できます。

{ } この大かっこに囲まれた複数のオプションや引数は省
略できます。かっこ内を 1組として扱います。

プロトコル この項が使われているのは、プロトコルが記述されているファイ
ルを示すサブセクション 3Rだけです。パス名は常にボールド体
(bold)で示されています。

機能説明 コマンドの機能とその動作について説明します。実行時の詳細を
説明していますが、オプションの説明や使用例はここでは示され
ていません。対話形式のコマンド、サブコマンド、リクエスト、
マクロ、関数などに関しては「使用法」で説明します。

IOCTL セクション 7だけに使用される項です。ioctl(2)システムコール
へのパラメータは ioctlと呼ばれ、適切なパラメータを持つデバ
イスクラスのマニュアルページだけに記載されています。特定の
デバイスに関する ioctlは、(そのデバイスのマニュアルページ
に)アルファベット順に記述されています。デバイスの特定のクラ
スに関する ioctlは、mtio(7I)のように ioで終わる名前が付い
ているデバイスクラスのマニュアルページに記載されています。
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オプション 各オプションがどのように実行されるかを説明しています。「形
式」で示されている順に記述されています。オプションの引数は
この項目で説明され、必要な場合はデフォルト値を示します。

オペランド コマンドのオペランドを一覧表示し、各オペランドがコマンドの
動作にどのように影響を及ぼすかを説明しています。

出力 コマンドによって生成される出力 (標準出力、標準エラー、または
出力ファイル)を説明しています。

戻り値 値を返す関数の場合、その値を示し、値が返される時の条件を説
明しています。関数が 0や -1のような一定の値だけを返す場合
は、値と説明の形で示され、その他の場合は各関数の戻り値につ
いて簡単に説明しています。voidとして宣言された関数はこの項
では扱いません。

エラー 失敗の場合、ほとんどの関数はその理由を示すエラーコードを
errno変数の中に設定します。この項ではエラーコードをアル
ファベット順に記述し、各エラーの原因となる条件について説明
します。同じエラーの原因となる条件が複数ある場合は、エラー
コードの下にそれぞれの条件を別々のパラグラフで説明していま
す。

使用法 この項では、使用する際の手がかりとなる説明が示されていま
す。特定の決まりや機能、詳しい説明の必要なコマンドなどが示
されています。組み込み機能については、以下の小項目で説明し
ています。

コマンド
修飾子
変数
式
入力文法

使用例 コマンドや関数の使用例または使用方法を説明しています。でき
るだけ実際に入力するコマンド行とスクリーンに表示される内容
を例にしています。例の中には必ず example%のプロンプトが出
てきます。スーパーユーザーの場合は example#のプロンプトに
なります。例では、その説明、変数置換の方法、戻り値が示さ
れ、それらのほとんどが「形式」、「機能説明」、「オプ
ション」、「使用法」の項からの実例となっています。

環境 コマンドや関数が影響を与える環境変数を記述し、その影響につ
いて簡単に説明しています。

終了ステータス コマンドが呼び出しプログラムまたはシェルに返す値と、その状
態を説明しています。通常、正常終了には 0が返され、0以外の
値はそれぞれのエラー状態を示します。
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ファイル マニュアルページが参照するファイル、関連ファイル、およびコ
マンドが作成または必要とするファイルを示し、各ファイルにつ
いて簡単に説明しています。

属性 属性タイプとその対応する値を定義することにより、コマンド、
ユーティリティ、およびデバイスドライバの特性を一覧していま
す。詳細は attributes(5)を参照してください。

関連項目 関連するマニュアルページ、当社のマニュアル、および一般の出
版物が示されています。

診断 エラーの発生状況と診断メッセージが示されています。メッセー
ジはボールド体 (bold)で、変数はイタリック体 (Italic)または <日
本語訳>で示されており、Cロケール時の表示形式です。

警告 作業に支障を与えるような現象について説明しています。診断
メッセージではありません。

注意事項 それぞれの項に該当しない追加情報が示されています。マニュア
ルページの内容とは直接関係のない事柄も参照用に扱っていま
す。ここでは重要な情報については説明していません。

使用上の留意点 すでに発見されているバグについて説明しています。可能な場合
は対処法も示しています。
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Intro_jfp, intro_jfp – JFPの特殊ファイル

本セクションは、システムで利用されるさまざまなデバイスやネットワークインタ
フェースについて説明します。インタフェースのタイプには、キャラクタ型デバイ
ス、ブロック型デバイス、STREAMSモジュール、ネットワークプロトコル、ファイ
ルシステム、ドライバのサブシステムやクラスへの ioctl要求が含まれます。

JFPでは次のセクションが含まれています。

(7I) ドライバまたはサブシステムのクラスに適用される ioctl要求について説明
します。特定のデバイスだけに関連のある ioctl要求は、そのデバイスにつ
いて説明しているマニュアルページに記述しています。あるデバイスの
ioctlについて参照する場合には、このセクション 7Iで列挙されている
ioctlに対する例外がないか調べるために、個々のデバイスのマニュアル
ページも参照する必要があります。

(7M) このセクションでは STREAMSモジュールについて説明します。
STREAMSドライバについてはセクション 7Dで説明していますので、注
意してください。 streamio(7I)には、STREAMSモジュール、STREAMS
構成とのインタフェースの操作に使用する ioctl要求のリストが含まれてい
ます。ある STREAMSモジュール特有の ioctl要求については、そのモ
ジュールのマニュアルページで記述されます。

add_drv(1M), rem_drv(1M), intro(2), ioctl(2), socket(3SOCKET),
driver.conf(4), intro(7), arp(7P), icmp(7P), inet(7P), ip(7P), mtio(7I), st(7D),
streamio(7I), tcp(7P), udp(7P)

『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』

『STREAMS Programming Guide』

『Writing Device Drivers』

名前 説明

Intro_jfp(7) JFPの特殊ファイル

jaio(7I) 日本語環境 TTY/STREAMS入出力インタフェース

jconv7(7M) コード変換 STREAMSモジュール (JIS (7ビット)/日本
語 EUC)

jconv8(7M) コード変換 STREAMSモジュール (JIS (8ビット)/日本
語 EUC)

jconvrs(7M) コード変換 STREAMSモジュール (日本語 EUC/PC漢
字)

jconvru(7M) コード変換 STREAMSモジュール (日本語 EUC/UTF-
8)

jconvs(7M) コード変換 STREAMSモジュール (PC漢字/日本語
EUC)

Intro_jfp(7)

名前

機能説明

関連項目

一覧
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jconvu(7M) コード変換 STREAMSモジュール (UTF-8/日本語
EUC)

Intro_jfp(7)
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jaio –日本語環境 TTY/STREAMS入出力インタフェース

#include <sys/jaio.h>

jaioは JFPで提供される STREAMSモジュールに対する入出力の制御を行います。

以下の呼び出しは引数として構造体 kiocへのポインタを取ります。

struct kioc {
char ki;
char ko;

}:

JA_SKIOC JA_SKIOCは JISで定められている漢字 IN/OUTエスケー
プ・シーケンスの 3文字目を現在プッシュされているコード変換
モジュール (jconv7(7M)と jconv8(7M))に設定します。

JA_GKIOC JA_GKIOCは現在プッシュされているコード変換モジュール
(jconv7 (7M)とjconv8 (7M))で使用されている漢字 IN/OUTエ
スケープ・シーケンスの 3文字目を返します。

以下に IOCTLの例を示します。

#include <sys/jaio.h>
struct kioc ja_kio;
struct strioctl cmd;

.

.
ja_kio.ki = ’[input escape char]’;
ja_kio.ko = ’[output escape char]’;
cmd.ic_cmd = JA_SKIOC;
cmd.ic_timout = 0;
cmd.ic_len = sizeof(kioc_t);
cmd.ic_dp = (char *)&ja_kio;
ioctl(0, I_STR, &cmd);

.

.

/sys/jaio.h

jtty(1), jconv7(7M), jconv8(7M)

jaio(7I)

名前

形式

機能説明

使用例

ファイル

関連項目
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jconv7 –コード変換 STREAMSモジュール (JIS (7ビット)/日本語 EUC)

#include <sys/types.h>

#include <sys/stropt.h>

#include <sys/conf.h>

ioctl(fd, I_PUSH, "jconv7");

jconv7はプッシュ可能な STREAMSモジュールです。通常は RAWデバイス・ドラ
イバ (ptem(7M)など)と端末回線モジュール (ldterm(7M))との間にプッシュされる
ものです。

jconv7は 7ビット JIS端末を接続して、日本語 EUCデータを操作する場合に
プッシュしておくもので、7ビット JISコードの入力ストリーム (up stream)を日本語
EUCに変換し、上位モジュールへ渡します。また、日本語 EUCの出力ストリーム
(down stream)は 7ビット JISコードに変換し、下位モジュールへ渡します。

jconv7は次の ioctl呼び出しを処理します。最初の 2つの呼び出しは引数として次
の構造体へのポインタを取ります。

struct kioc {
char ki;
char ko;

};

JA_SKIOC JISの漢字およびASCII指示エスケープ・シーケンスの 3文字目
を設定します。

JA_GKIOC 現在使用している JISの漢字およびASCII指示エスケープ・シー
ケンスの 3文字目を返します。

EUC_OXLON 入出力ストリームに対して JIS (7ビット)/日本語 EUC間のコード
変換を行うようにします。

EUC_OXLOFF 入出力ストリームに対して JIS (7ビット)/日本語 EUC間のコード
変換を行わないようにします。

jtty(1), setterm(1), stty(1), streamio(7I), jconv8(7M), jconvrs(7M),
jconvru(7M), jconvs(7M), jconvru(7M), ldterm(7M), ptem(7M)

jconv7と jconvrs(7M)または jconvru(7M)を同時に用いると、stty(1)コマンド
で rawを指定した場合には EUC_OXLON / EUC_OXLOFFを指定しなくても自動的に
コード変換機能がオフになります。

デフォルトの文字集合指示エスケープ・シーケンスは次のとおりです。終端文字は
JA_SKIOCにより変更できます。

� ASCII指示: ESC 2/8 4/10
� 漢字指示: ESC 2/4 4/2
� JIS X 0201カナとの切り替え: SI/SO

jconv7(7M)

名前

形式

機能説明

IOCTLS

関連項目

注意事項
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jconv7は JIS X 0212-1990で規定される情報交換用漢字符号 (いわゆる補助漢字集合)
に対応していません。

jconv7の使用中は、csh(1)のファイル名補完機能が正しく動作しません。

jconv7(7M)
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jconv8 –コード変換 STREAMSモジュール (JIS (8ビット)/日本語 EUC)

#include <sys/types.h>

#include <sys/stropt.h>

#include <sys/conf.h>

ioctl(fd, I_PUSH, "jconv8");

jconv8はプッシュ可能な STREAMSモジュールです。通常は RAWデバイス・ドラ
イバ (ptem(7M)など)と端末回線モジュール (ldterm(7M))との間にプッシュされる
ものです。

jconv8は 8ビット JIS端末を接続して、日本語 EUCデータを操作する場合に
プッシュしておくもので、8ビット JISコードの入力ストリーム (up stream)を日本語
EUCに変換し、上位モジュールへ渡します。また、日本語 EUCの出力ストリーム
(down stream)は 8ビット JISコードに変換し、下位モジュールへ渡します。

jconv8は次の ioctl呼び出しを処理します。最初の 2つの呼び出しは引数として次の
構造体へのポインタを取ります。

struct kioc {
char ki;
char ko;

};

JA_SKIOC JISの漢字およびASCII指示エスケープ・シーケンスの 3文字目
を設定します。

JA_GKIOC 現在使用している JISの漢字およびASCII指示エスケープ・シー
ケンスの 3文字目を返します。

EUC_OXLON 入出力ストリームに対して JIS (8ビット)/日本語 EUC間のコード
変換を行うようにします。

EUC_OXLOFF 入出力ストリームに対して JIS (8ビット)/日本語 EUC間のコード
変換を行わないようにします。

jtty(1), setterm(1), stty(1), streamio(7I), jconv7(7M), jconvrs(7M),
jconvru(7M), jconvs(7M), jconvu(7M), ldterm(7M), ptem(7M)

jconv8と jconvrs(7M)または jconvru(7M)を同時に用いると、stty(1)コマンド
で rawを指定した場合には EUC_OXLON / EUC_OXLOFFによって指定をしなくても自
動的にコード変換機能がオフになります。

デフォルトの文字集合指示エスケープ・シーケンスは次のとおりです。終端文字は
JA_SKIOCにより変更できます。

� ASCII指示: ESC 2/8 4/10
� 漢字指示: ESC 2/4 4/2
� JIS X 0201カナとの切り替え: LS1/LS0

jconv8(7M)

名前

形式

機能説明

IOCTLS

関連項目

注意事項
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jconv8は JIS X 0212-1990で規定される情報交換用漢字符号 (いわゆる補助漢字集合)
に対応していません。

jconv8の使用中は、csh(1)のファイル名補完機能が正しく動作しません。

jconv8(7M)
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jconvrs –コード変換 STREAMSモジュール (日本語 EUC/PC漢字)

#include <sys/types.h>

#include <sys/stropt.h>

#include <sys/conf.h>

ioctl(fd, I_PUSH, "jconvrs");

jconvrsはプッシュ可能な STREAMSモジュールです。通常は端末回線制御モ
ジュール (ldterm(7M) )と STREAMS互換モジュール (ttcompat(7M))の間に
プッシュされます。

jconvrsは PC漢字データを操作する場合にプッシュしておくもので、日本語 EUC
の入力ストリーム (up stream)を PC漢字に変換し、上位モジュールへ渡します。ま
た、PC漢字の出力ストリーム (down stream)は日本語 EUCに変換し、下位モジュー
ルへ渡します。さらに、jconvs(7M)と組み合わせて用いることにより、PCK環境に
おける端末回線を制御します。

jconvrsは次の ioctl呼び出しを処理します。

EUC_OXLON 入出力ストリームに対して日本語 EUC/PC漢字間のコード変換を
行うようにします。

EUC_OXLOFF 入出力ストリームに対して日本語 EUC/PC漢字間のコード変換を
行わないようにします。

jtty(1), setterm(1), stty(1), PCK(5), streamio(7I), jconv7(7M), jconv8(7M),
jconvru(7M), jconvs(7M), jconvu(7M), ldterm(7M), ptem(7M)

jconvrsと jconvs(7M)、jconvu(7M)、jconv7(7M)、または jconv8(7M)のいず
れかを同時に用いると、stty(1)コマンドで rawを指定した場合には EUC_OXLON /
EUC_OXLOFFによって指定をしなくても自動的にコード変換機能がオフになります。

jconvrsは、「OSF日本語ベンダ協議会推奨日本語 EUC・シフト JIS間コード変換
仕様」に基づいて日本語 EUCと PC漢字との間のコード変換をサポートします。

jconvrs(7M)

名前

形式

機能説明

IOCTLS

関連項目

注意事項
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jconvru –コード変換 STREAMSモジュール (日本語 EUC/UTF-8)

#include <sys/types.h>

#include <sys/stropt.h>

#include <sys/conf.h>

ioctl(fd, I_PUSH, "jconvru");

jconvruはプッシュ可能な STREAMSモジュールです。通常は端末回線制御モ
ジュール (ldterm(7M) )と STREAMS互換モジュール (ttcompat(7M))の間に
プッシュされます。

jconvruは UTF-8データを操作する場合にプッシュしておくもので、日本語 EUCの
入力ストリーム (up stream)を UTF–8に変換し、上位モジュールへ渡します。また、
UTF–8の出力ストリーム (down stream)は日本語 EUCに変換し、下位モジュールへ
渡します。

jconvruは次の ioctl呼び出しを処理します。

EUC_OXLON 入出力ストリームに対して UTF-8/日本語 EUC間のコード変換を
行うようにします。

EUC_OXLOFF 入出力ストリームに対して UTF-8/日本語 EUC間のコード変換を
行わないようにします。

jtty(1), setterm(1), stty(1), streamio(7I), jconv7(7M), jconv8(7M),
jconvrs(7M), jconvs(7M), jconvu(7M), ldterm(7M), ptem(7M)

jconvruと jconvu、jconvs、jconv7、または jconv8のいずれかを同時に用い
ると、stty(1)コマンドで rawを指定した場合には EUC_OXLON / EUC_OXLOFFに
よって指定をしなくても自動的にコード変換機能がオフになります。

jconvru(7M)

名前

形式

機能説明

IOCTLS

関連項目

注意事項
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jconvs –コード変換 STREAMSモジュール (PC漢字/日本語 EUC)

#include <sys/types.h>

#include <sys/stropt.h>

#include <sys/conf.h>

ioctl(fd, I_PUSH, "jconvs");

jconvsはプッシュ可能な STREAMSモジュールです。通常は RAWデバイス・ドラ
イバ (ptem(7M)など)と端末回線モジュール ( ldterm(7M))との間にプッシュされる
ものです。

jconvsは PC漢字端末を接続する場合にプッシュしておくもので、 PC漢字の入力
ストリーム (up stream)を日本語 EUCに変換し、上位モジュールへ渡します。また、
日本語 EUCの出力ストリーム (down stream)は PC漢字に変換し、下位モジュール
へ渡します。また、jconvrs(7M)と組み合わせて用いることにより、PCK環境にお
ける端末回線を制御します。

jconvsは次の ioctl呼び出しを処理します。

EUC_OXLON 入出力ストリームに対して PC漢字/日本語 EUC間のコード変換
を行うようにします。

EUC_OXLOFF 入出力ストリームに対して PC漢字/日本語 EUC間のコード変換
を行わないようにします。

jtty(1), setterm(1), stty(1), PCK(5), streamio(7I), jconv7(7M), jconv8(7M),
jconvrs(7M), jconvru(7M),jconvu(7M),ldterm(7M), ptem(7M)

jconvsと jconvrs(7M)または jconvru(7M)を同時に用いると、stty(1)コマンド
で rawを指定した場合には、EUC_OXLON / EUC_OXLOFFを指定しなくても自動的に
コード変換機能がオフになります。

jconvrsは、「OSF日本語ベンダ協議会推奨日本語 EUC・シフト JIS間コード変換
仕様」に基づいて PC漢字と日本語 EUCとの間のコード変換をサポートします。

jconvs(7M)

名前

形式

機能説明

IOCTLS

関連項目

注意事項
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jconvu –コード変換 STREAMSモジュール (UTF-8/日本語 EUC)

#include <sys/types.h>

#include <sys/stropt.h>

#include <sys/conf.h>

ioctl(fd, I_PUSH, "jconvu");

jconvuはプッシュ可能な STREAMSモジュールです。通常は RAWデバイスドライ
バ (ptem(7M)など)と端末回線制御モジュール (ldterm(7M))の間にプッシュされま
す。

jconvuは UTF-8端末を接続する場合にプッシュしておくもので、UTF-8の入力スト
リーム (up stream)を日本語 EUCに変換し、上位モジュールへ渡します。また、日本
語 EUCの出力ストリーム (down stream)は UTF-8に変換し、下位モジュールへ渡し
ます。

jconvuは次の ioctl呼び出しを処理します。

EUC_OXLON 入出力ストリームに対して UTF-8/日本語 EUC間のコード変換を
行うようにします。

EUC_OXLOFF 入出力ストリームに対して UTF-8/日本語 EUC間のコード変換を
行わないようにします。

jtty(1), setterm(1), stty(1), streamio(7I), jconv7(7M), jconv8(7M),
jconvrs(7M), jconvru(7M), jconvs(7M), ldterm(7M), ptem(7M)

jconvuと jconvrs(7M)または jconvru(7M)を同時に用いると、stty(1)コマンド
で rawを指定した場合には EUC_OXLON / EUC_OXLOFFによって指定をしなくても自
動的にコード変換機能がオフになります。

jconvu(7M)

名前

形式

機能説明

IOCTLS

関連項目

注意事項
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